
12月10日　国語　みんなで協同意味調べ「〇年〇組オリジナル辞書づくり」 
 
みなさん、国語の物語の学習の際、意味調べの活動をされていますか？ 
3年生で辞書の使い方を学び、通読のあと、意味の分からなかった言葉をあげさせて、それぞれ、あるい
は班で意味調べ、といった活動が一般的かと思います。 

 
こんな感じですね。 
 
今日は、おもしろい実践を紹介させてください。 
東京都の小学校教員の生井光治さんに教えてもらいました。 
端的に言うと、デジタル（canva)を使って一人一つずつ意味を調べ、クラスで１つのオリジナル辞書を作る
協同作業です。 
やり方は、けっこうカンタンです。 
Canva（グーグルスライドでもできます）で、クラスの児童分のページをつくります。 
 

 



 
 
表紙もつけると、いい感じになります。 
 

 
 
お手本もあると、分かりやすいですね。 
 

 
 
このページのリンクをクラスルームに貼り付け、子どもたちに説明します。 
手順としては、 
①通読 
②分からない言葉を出し板書する 
③出席番号順にどの言葉を担当するか割り当てる 
④言葉の意味を辞書やクロームブックで調べて、ページを完成させる 
（その際、物語の意味と一致しているかも確認してね） 
⑤完成したオリジナル辞書を読みあう 
⑥ペアで問題を出し合う「Aさん：〇〇という意味は？　Bさん：〇〇です」 
 



 

  

 
 

  

  

 
4年生、はじめてのチャレンジでしたが、辞書を使う子もいて、楽しい学びとなりました。 
よろしければ、ぜひチャレンジしてみてください！ 


